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学内演習におけるラーニングアシスタント活用に 
対する受講生の認識
中 橋 苗 代・梶 谷 佳 子
Ⅰ．は じ め に
　医療の高度化や患者の高齢化、それに伴う患者の重症化、社会構造・医療情勢の変化に伴い、
看護職には高い看護実践力が求められている。2018年には、大学における看護系人材養成の在
り方に関する検討会が「看護教育モデル・コア・カリキュラム」を策定し、学士課程において
コアとなる看護実践能力の修得を目指した学修目標を提言するなど（文部科学省高等教育局医学教
育課，2017）、看護基礎教育現場においても学生の看護実践能力の向上を目指した取り組みが求
められている。
　看護技術教育においては、2007年「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」にて、卒業
時に修得する必要がある看護技術の種類と到達度が示された。その後、多くの教育機関で学生
の看護技術修得状況を明らかにした報告がされるようになった。それら先行研究からは、学生
は環境整備や清潔・衣生活の援助等、療養上の世話に関する技術の経験が多く、診療の補助に
関する技術の経験が少ないこと等が共通して報告されており（浅川，高橋，川波，2008；川守田，
小山，水戸，2012）、本学部生を対象とした2015年の調査においても同様の結果が示された（中橋，
梶谷，2015）。このように看護技術の経験が偏る背景には、臨床現場における患者の人権への配
慮、医療安全意識の高まりによる看護技術経験の機会の減少があると考えられている。それゆ
え、看護基礎教育においては、それを補完するための演習の強化や工夫が求められている。
　本学の学生が初めて看護技術に触れるのは、 1年生前期のフィジカルアセスメント演習Ⅰで
ある。そこでは、主にバイタルサイン技術など対象者を理解するための観察技術を学習する。
学生は事前学習をして授業に臨み、関連知識や技術の具体的方法・留意点について講義を受け
た後、実際に学生同士で看護技術の練習を行う。学生たちは、初めてのユニフォームの着用で、
いかにも “看護師らしい ”授業に喜びを感じながら授業に臨んでいる。その反面、初めての体
験に戸惑う学生、看護技術の形・手順の理解にとどまる学生もいる。また、学生の自己練習の
状況を観察すると、学習した知識を活用せず単に手技を繰り返している学生、学生間での噂を
信用し間違った方法で練習している学生などもおり、学習方法が確立していない初学者ならで
はの問題も見られる。科学的根拠に基づいた看護技術として技術を習得し、さらに対象者に活
用できる看護技術へと発展させるためには、学生には相当な時間と経験が必要であり、そこに
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は初学者のレディネスに応じた適切かつ具体的な指導が必要となる。さらに、時間的制約によ
り演習内だけでの技術修得は難しいことから、自己の課題を自覚し、課題の改善に向けて主体
的に学習する学生自身の姿勢も重要となる。フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱでは、きめ細
やかな指導を実現するために、2009年度より 4回生の一部の学生に参加してもらい下回生の学
生指導に携わってもらっている。2016年度からはそれをさらに発展させ、よりきめ細やかな学
生指導、学生が互いに刺激しあいながら学習をさらに深化させる環境を整えることを目的とし
て、ラーニングアシスタント（以下、LA）を活用した演習に取り組んでいる。
　LAは、他の学問分野では初年次教育の場面でよく活用されており、LAの関わりが学生の
主体的な活動を促進したとする研究結果も示されている（岩崎，2014）。看護基礎教育において
は、同一学年での協同学習の研究成果などが報告されているものの、LAとして上回生が下回
生の学習をサポートする学習方法の成果を報告した研究は少ない。
　そこで、本研究では、フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱにおける LA活用に対する受講生
の認識を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ．Ｌ Ａ の 概 要
1．本学におけるＬＡの位置づけ
　本学では、2015年度より LA制度が設けられ、LAはティーチングアシスタント（以下、TA）、
ステューデントアシスタント（以下、SA）と同様、教育補助者として位置づけられている。TA
や SAの支援対象者が教員であるのに対し、LAの支援対象者は学部生であり、学生が学生の
学習をサポートすると言うところに LAの特徴がある。本学の規定では、本学の教育効果を高
めること、LA自身がその業務を通して自らの学びと成長に資することが LAの目的とされて
おり、学内外授業における授業支援、授業内外における教員との授業に関する打ち合わせ、
ラーニングコモンズでの学習支援が主な業務とされている。
2 ．看護学部における LAの活用
1）LA の採用
　演習は実習への橋渡しとなる科目であり、実習での学びを効果的にするために重要な科目で
ある。そのため、 3年次の看護学実習を全て終了し、看護技術における知識や経験が豊富な 4
回生を LAとして採用した。
　LAの募集にあたっては、教務を担当する教員が 4回生全員にチラシを配布し、書面と口頭
で LAの目的・業務内容・役割等を説明した。応募にあたっては、① LAに必要とされる学習
支援の知識・技術を修得している者、②事前学習を行い演習準備に参加できる者、③後輩への
指導的役割の関心が高い者の 3点を条件として示した。十数名の希望者があったが、LAを活
用する演習時期には 4回生も実習があることから、さらに多くの LAを確保する必要があった。
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そのため、LAとしての適性を備えていると考える学生に対して 4回生アドバイザーから依頼
をし、最終的に43名の学生を LAとして採用した。
2）LA を活用している演習
　LAを活用している演習は、 1回生のフィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱ、 2回生の実践看
護学演習Ⅰ、 3回生の実践看護学演習Ⅲである。なお、LAが行う学生指導の内容や範囲など
は、各演習で多少異なる。
Ⅲ．フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱの概要
1．授業の概要
　フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱは「フィジカルアセスメントⅠ・Ⅱで学んだ身体の機能
と構造の知識に基づいて、身体の状態を理解し、健康状態を把握するための基本的技術を獲得
する」ことを目的とした各 1単位15時間の授業科目である。フィジカルアセスメント演習Ⅰは
「バイタルサイン測定」「循環器のアセスメント」「呼吸器のアセスメント」等、フィジカルア
セスメント演習Ⅱは「脳神経系のアセスメント」「筋骨格系のアセスメント」等、主に系統別
アセスメントを中心とした単元から構成されている。フィジカルアセスメント演習Ⅰとフィジ
カルアセスメント演習Ⅱでは同じ学習目標を掲げているが、フィジカルアセスメント演習Ⅱの
後半には、学びの統合を目的とした「お助けたいへのフィジカルアセスメント」、観察技術の
習得状況の確認を目的とした「実技試験」を配置している。なお、「お助けたいへのフィジカ
ルアセスメント」とは、大学の近隣住民に模擬患者として参加していただき、受講生が問診や
診察を行う演習である。まさに、地域住民に助けられての演習であるため、模擬患者を「お助
けたい」と呼び、単元名を「お助けたいへのフィジカルアセスメント」と名付けている。それ
までの単元では、 1人の人間を系統別に分け、身体の一部分を観察・アセスメントしている。
しかし、実際には対象者は 1人の統合された人間であり、全体を観察してアセスメントしなけ
ればならない。また、普段の演習は、学生同士が患者役・看護師役になり演習を行うため、演
習がなれ合いになり、対象者への配慮やコミュニケーション能力を養いにくい環境でもある。
そのため、今まで学習した知識や技術を用い、 1人の統合された人をアセスメントすること、
対象者への態度や配慮、コミュニケーション能力を育成することを目的とし「お助けたいへの
フィジカルアセスメント」を行っている。
2 ．フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱで LAを活用する理由
　フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱでは、「バイタルサイン測定」「お助けたいへのフィジカ
ルアセスメント」の単元において LAを活用している。バイタルサイン測定は卒業時までに学
生単独での実施が求められる技術である一方、血圧測定は初学者には習得が難しい技術である
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こと、「お助けたいのフィジカルアセスメント」は地域で暮らす住民が模擬患者となるため、
学生の緊張や戸惑いが強く、受講生だけでは円滑に演習を進めることが難しいことが LAを活
用した理由である。また、「バイタルサイン測定」「お助けたいへのフィジカルアセスメント」
ともに実習を経験した LAであれば、すでに修得している技術であることから、LAがより主
体的かつ積極的に学生指導にあたれると考えた。
　なお、「バイタルサイン測定」「お助けたいのフィジカルアセスメント」の演習概要を表 1に
示す。
3 ．フィジカルアセスメント演習Ⅰ・ⅡにおけるＬＡへの事前指導
　LA業務に従事するに当たり、事前にシラバスの内容、単元目標や演習計画、受講生の学習
状況等を説明した。さらに、単に手技だけをアドバイスするのではなく、知識に基づいた看護
技術とするためにも、学生の思考プロセスを促進する発問を行うなど、指導上のポイントにつ
いても説明した。演習前には、受講生が各単元で習得を目指す看護技術に関する知識・技術の
復習を促し、最終的に LAに対して教員による技術チェックを行った。
表 1．「バイタルサイン測定」「お助けたいへのフィジカルアセスメント」の演習概要
バイタルサイン測定 お助けたいへのフィジカルアセスメント
内容
事前学習 技術習得に必要な知識の復習 模擬患者の観察に必要な技術・知識の復習
授業内容 /
方法
・バイタルサイン測定に必要な技術の練習、
バイタルサインおよびそれに影響を及ぼす
要因の観察
・1 グループ 2名。患者役、看護師役になり、
上記内容を実施する
・既習の知識・技術を活用しながら模擬患者
の健康状態を観察する（45分間）
・観察する項目、活用する観察技術は学生で
計画する。
・模擬患者20名に対し、20グループ（ 1グルー
プ 2～ 3名）が、前半と後半に分かれ観察を
行う
事後学習
・技術の振り返りレポート
・観察結果のアセスメント
・技術の振り返りレポート
・観察結果のアセスメント
受講生
53名
＊受講生115名を 2クラスに分け、
　演習を 2回実施
115名
＊ 2つの実習室に分かれ実施
教員
人数 4～ 5名
5名
＊ 1実習室 2～ 3名配置
役割
講義、デモンストレーション、受講生に対す
る知識・技術指導、LAのフォロー
全体統括、LAのフォロー、必要時は受講生へ
の知識・技術指導
LA
人数 7～ 8名
16名
＊ 1実習室 8名配置
役割
・受講生に対する知識・技術指導
・教員とともに 5～ 6グループを担当する
・受講生の見守り、困っているグループに対
しては、必要に応じて受講生とともに問診
や観察を行う
・演習終了後、気付いたことについて受講生
に助言を行う
・ 1～ 2グループを担当する
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Ⅳ．研 究 方 法
1．研究協力者
　2016年度のフィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱの受講生115名である。
2 ．データ収集期間
　2016年 6 、 7 月、11月
3 ．調査内容
　授業評価のために作成した無記名自記式アンケート用紙を用いた。「LAに気軽に質問がで
きたか」、「LAの関わりで演習の理解が深まったか」、「LAの関わりで自己の看護技術の不足
が理解できたか」等、計10項目に対し、「 5点：そう思う」～「 1点：そう思わない」の 5件
法で回答を求めた。さらに、「LAの関わりで印象に残っている内容」、「LAが演習に参加する
ことで感じたこと」について自由記述で回答を求めた。
4 ．データ収集方法
　受講生に対して、「バイタルサイン測定」、「お助けたいへのフィジカルアセスメント」の授
業開始前に、研究者以外の教員がアンケートの目的などを説明し、アンケート用紙を配布した。
アンケートは研究者の研究室から離れた管理棟のレポートBOXに後日投函してもらった。
5 ．分析方法
　「LAに気軽に質問ができたか」、「LAの関わりで演習の理解が深まったか」等の量的デー
タに関しては記述統計量を算出した。自由記述に関しては、類似する内容をまとめカテゴリー
を抽出した。
6 ．倫理的配慮
　研究協力者には、アンケート実施の意義や目的を説明するとともに、参加の有無は自由意志
であること、アンケートは無記名であり個人が特定されないことを説明した。研究者が教員で
あり研究協力者が学生であることから、研究協力へ強制力が働く可能性があり、さらに研究協
力者が精神的負担感や不利益を被る可能性も考えられる。研究協力者へ研究参加への強制力が
働かないようにするため、授業時間外に研究者以外の教員が研究協力の依頼を行った。また、
アンケートの配布・回収は授業時間外に行うとともに、アンケートは研究者の研究室から離れ
た管理棟のレターBOXでの回収とした。さらに、研究参加者に精神的負担や不利益を与えな
いために、データ分析はフィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱの成績確定後に行うことを口頭で
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約束し、成績が確定し学生に通知された後にデータ分析を実施した。
Ⅴ．結　　果
　受講生からのアンケート回収数は75名（回収率65.2％）であり、欠損値の多かった 2名を除く73
名を分析対象者とした（有効回答率97.3％）。
1 ．LAを活用した演習に対する受講生の認識（表 2）
　まず、「授業は意義あるものであった」はバイタルサイン測定で4.93点、お助けたいへのフィ
ジカルアセスメントで4.92点と全項目の中で最も高い得点であった。また、「授業は意欲的に
取り組んだ」もバイタルサイン測定で4.84点、お助けたいのフィジカルアセスメントで4.82点
と高い得点であり、受講生は本演習の重要性を理解し、意欲的に取り組んだと認識しているこ
とが示された。
　LAの関わりに関する項目では、「LAに気軽に質問できた」「LAの関わりにより演習の理
解が深まった」「LAの関わりにより知識不足を理解した」「LAの関わりにより技術不足を理
解した」「LAの関わりにより自己の考えが深まった」「LAの関わりによりグループ活動が進
んだ」の全ての項目で4.0点以上を示しており、受講生が LAの関わりによって学習の深まり
を認識していることが示された。さらに、バイタルサイン測定、お助けたいへのフィジカルア
セスメントともに「LAが必要である」が4.8点以上と高い得点であることから、受講生が LA
を好意的にとらえ、演習における LAの必要性を強く認識していることがわかった。
表 2．LAを活用した演習に対する受講生の認識
バイタルサイン
n=73
お助けたいへの
フィジカルアセスメント
n=60
平均値 SD 平均値 SD
LAには気軽に質問できた 4. 53 0. 71 4. 43 0. 79
LAの関わりにより授業の理解が深まった 4. 53 0. 73 4. 48 0. 65
LAの関わりにより知識不足が理解できた 4. 55 0. 82 4. 80 0. 44
LAの関わりにより技術不足が理解できた 4. 63 0. 74 4. 88 0. 37
LAの関わりにより自己の考えが深まった 4. 36 0. 84 4. 38 0. 87
LAの関わりによりグループ活動が進んだ 4. 49 0. 71 4. 55 0. 65
教員と LAの指導の違いによる
戸惑いがあった
1. 88 0. 99 2. 18 1. 30
授業に意欲的に取り組んだ 4. 84 0. 44 4. 82 0. 39
授業は意義あるものであった 4. 93 0. 30 4. 92 0. 28
LAが必要である 4. 86 0. 42 4. 87 0. 34
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2 ．ＬＡの関わりで印象に残っている内容（表 3）
　LAの関わりで印象に残っている内容として、 2つのカテゴリーと16のサブカテゴリーが抽
出された。以下、カテゴリーに沿って結果を説明する。なお、【】はカテゴリー、〈〉はサブ
カテゴリー、「」はデータを表す。
1）【LAの下回生によりそう姿勢】
　　【LAの下回生によりそう姿勢】は〈励まし〉〈優しい対応〉〈共感の姿勢〉〈出来たことに
対する称賛〉の 4つのサブカテゴリーから構成された。
　　「難しくても励ましてくれた」「戸惑っていたら優しく教えてくれた」等、困難感を抱いて
いる状況下での〈励まし〉や〈優しい対応〉、さらに「わからない事を聞いても共感してく
れた」「学生の気持ちを理解してくれた」と戸惑うことが多い中での LAの〈共感の姿勢〉
が学生の安心感につながっていた。さらに「出来たら 『よく分かってるな』と言ってくれた
のが嬉しかった」と不安な中での〈出来たことに対する称賛〉が学生の喜びとなっていた。
2）【丁寧で適切な指導】
　　【丁寧で適切な指導】は〈丁寧な指導〉〈わかりやすい指導〉〈学生目線の指導〉〈実演を踏
まえた指導〉〈改善点についての具体的な助言〉〈経験に基づいた助言〉〈コツの伝授〉〈間違
いや配慮不足に対する指摘〉〈良い面と悪い面の 2側面からの助言〉〈下回生の気づきを促す
関わり〉〈側でよりそいながらの繰り返しの指導〉〈ともに考えともに実施してくれる関わ
り〉の12のサブカテゴリーから構成された。
　　 「教員だけでは学生全員を細かく指導できないが LAがいてくれることで細かいところま
で注意が行き届いていた」とあるように、教員だけでは難しい細やかな指導が LAによる
〈丁寧な指導〉によって補われていた。さらに「具体的なアドバイスをしてもらい勉強に
なった」「上手く出来なかったりすると的確に分かりやすく教えてもらった」と〈わかりや
すい指導〉が学生の理解につながっていた。また、「学生の目線でわかりやすかった」の
〈学生目線の指導〉、「口で説明するだけではなく目の前でやってくれたのでわかりやすかっ
た」の〈実演を踏まえた指導〉、「具体的なアドバイスで自分の弱点をどのように克服すれば
よいか分かった」の〈改善点についての具体的な助言〉が受講生に対する〈わかりやすい指
導〉へとつながっていた。
　　 「LAさんが実習で注意されたことや先生とは違った目線でアドバイスしてくれたのでと
ても勉強になった」「こんな患者さんを受け持ったことがあると言うのを教えてもらいより
実践的なイメージが出来た」からの LAの〈経験に基づいた助言〉は、理論を前提に指導す
る教員とは異なる視点を受講生に与え、実践場面をイメージした技術練習となっていた。ま
た「聴診法のコツをたくさん教えてもらえた」「どのようにやると上手くいくかを教えてく
れた」からは、経験を重ねる中で LAが習得した〈コツの伝授〉により受講生が理解を深め
ていることが分かった。
　　 「ミスを指摘してくれた」「配慮不足を的確に指摘してもらえた」の〈間違いや配慮不足
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に対する指摘〉、「自分たちの良いところも悪いところも教えてくれた」の〈良い面と悪い面
の 2側面からの助言〉は自分たちでは気づけない点を受講生に自覚させ、「私自身に考えさ
せ自分で発見できる教え方でした」「教える前に自分たちに考えさせてくれた」からわかる
ように〈下回生の気づきを促す関わり〉が受講生の思考プロセスの促進へとつながっていた。
　　 「出来るまで側で指導してくれた」「ずっと隣にいてくれた」「出来なくても何度も教えて
くれた」と言うように〈側でよりそいながらの繰り返しの指導〉や、「わからないことがあ
るとどうしたら良いかを一緒に考えてくれた」「一緒に音を聞いて教えてくれたので心強
かった」からの〈ともに考えともに実施する関わり〉が受講生の安心感や心強さにつながっ
ていた。
表 3．LAの関わりで印象に残っている内容
カテゴリー サブカテゴリー
LAの下回生によりそう姿勢
励まし
優しい対応
共感の姿勢
出来たことに対する称賛
丁寧で的確な指導
丁寧な指導
わかりやすい指導
学生目線の指導
実演を踏まえた指導
改善点についての具体的な助言
経験に基づいた助言
コツの伝授
間違いや配慮不足に対する指摘
良い面と悪い面の 2側面からの助言
下回生の気づきを促す関わり
側でよりそいながらの繰り返しの指導
ともにに考えともに実施してくれる関り
3 ．ＬＡが演習に参加することで感じたこと（表 4）
　LAが演習に参加することで感じたこととして、 5つのカテゴリーと14のサブカテゴリーが
抽出された。以下、カテゴリーに沿って結果を説明する。
1）【下回生の目標となる存在】
　　【下回生の目標となる存在】は〈対象者への関わりのお手本〉〈憧れの存在〉〈目標となる
存在〉の 3つのサブカテゴリーから構成された。
　　 「対象者と自然にコミュニケーションが取れていてとても参考になった」というように
LAの〈対象者への関わりのお手本〉を通して、「慣れた手つきでされていてすごいと思っ
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た」「前で話された時に自分をしっかり持っていてかっこいいと思った」と〈憧れの存在〉、
「私も先輩のようになりたい」「先輩の姿を見ることで具体的な目標を持つことが出来た」
と〈目標となる存在〉として LAの存在を捉えていた。
2）【身近で相談しやすい存在】
　　【身近で相談しやすい存在】は〈気軽に話しかけてくれる存在〉〈気軽に質問できる存在〉
〈困ったときに助けてくれる存在〉の 3つのサブカテゴリーから構成された。
　　 「たくさん話かけてくれた」と〈気軽に話しかけてくれる存在〉の LAを、「先生に聞き
づらくても LAだと気楽に質問できた」「小さなことでも聞きやすい」と〈気軽に質問でき
る存在〉と感じており、さらに「何をすればよいか迷っていたけれど LAが助けてくれた」
と〈困ったときに助けてくれる存在〉と認識していた。
3）【安心感のある演習】
　　【安心感のある演習】は〈安心感の獲得〉〈心強さ〉の 2つのサブカテゴリーから構成され
た。
　　 「笑顔で笑いかけてくれたから緊張がほぐれ安心感があった」「わからない事が多かった
けど LAがいてくれるだけで安心感があった」と慣れない演習において LAの存在から〈安
心感を獲得〉していた。さらに、「LAがいることは心強くていつも以上に緊張感を持って
演習に取り組めた」と LAの存在に〈心強さ〉を感じることで、緊張感を持ちつつも安心感
のある演習へとつながっていた。
4）【充実感のある演習】
　　【充実感のある演習】は〈円滑な演習〉〈楽しい演習〉〈授業時間内での疑問点の解消〉〈学
びの広がりや深まりの実感〉〈成長の実感〉の 5つのサブカテゴリーから構成された。
　　LAの存在は、「演習をとても円滑に実施できた」と〈円滑な演習〉につながり、「そこま
で緊張せず楽しみながら演習が出来た」と〈楽しい演習〉の環境を作り出していた。また
「わからないところがその日のうちに解決できた」とあるように〈授業時間内での疑問点の
解消〉により「たくさんの角度から見てもらい視野が広がった」「学びを深める手助けをし
てくれた」と〈学びの広がりや深まりの実感〉や「上手くいかなかったときに手伝ってもら
い少し成長できたと感じた」と〈成長の実感〉につながり、演習に充実感をもたらしていた。
5）【学習意欲の向上】
　　【学習意欲の向上】は〈学習意欲の向上〉の 1つのサブカテゴリーから構成された。
　　 「先輩の手際の良さを見て練習を頑張ろうと思った」「もっと勉強しよう」という発言か
ら LAの存在が受講生の学習意欲を刺激し、〈学習意欲の向上〉につながっていた。
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表 4 ．LAが演習に参加することで感じたこと
カテゴリー サブカテゴリー
下回生の目標となる存在
対象者への関わりのお手本
憧れの存在
目標となる存在
身近で相談しやすい存在
気軽に話しかけてくれる存在
気軽に質問できる存在
困ったときに助けてくれる存在
安心感のある演習
安心感の獲得
心強さ
充実感のある演習
円滑な演習
楽しい演習
授業時間内での疑問点の解消
学びの広がりや深まりの実感
成長の実感
学習意欲の向上 学習意欲の向上
Ⅵ．考　　察
1．LAの存在が受講生にもたらす心理的効果
　フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱは学生が初めて看護技術を経験する科目である。「笑顔
で笑いかけてくれたから緊張がほぐれ安心感があった」「わからない事が多かったけど LAが
いてくれるだけで安心感があった」に表れているように、受講生は演習に対し緊張や戸惑いを
抱いていることがわかる。そのような状況の中、「LAがいてくれるだけで安心感がある」と
いうほど、受講生は LAの存在から〈安心感を獲得〉していた。加えて、「先生に聞きづらく
ても LAだと気楽に質問できた」にあるように LAを【身近で相談しやすい存在】として認識
しており、それが【安心感のある演習】という学習環境を作り出したと考える。さらに、〈励
まし〉や〈共感の姿勢〉といった LAの関わりが印象に残ったという結果からも、【LAの下
回生によりそう姿勢】が安心感という空気を生み出したと考える。
　緊張は、物事に対する準備性や集中力を高めると言われており、技術習得においては必要不
可欠な要素と考える。山海，浅川，角（2010）は、技術を習得する上で「緊張」はプラスにもマ
イナスにも作用するが過度な緊張は学生の行動を阻害したとして、不必要な緊張を取り除く必
要性を述べている。本研究においては、受講生が〈安心感を獲得〉していたことから過度な緊
張を抱くことは少なかったと考える。一方、「LAがいることは心強くていつも以上に緊張感
を持って演習に取り組めた」と発言している受講生もおり、LAの存在が緊張を緩和するだけ
でなく、程よい緊張感を生み出していたことがうかがえる。受講生が本演習を【充実感のある
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演習】ととらえ、【学習意欲の向上】を認識していたことからも、〈安心感のある演習〉という
学習環境が受講生の思考プロセスや技術習得プロセスにプラスの作用をもたらしたと考える。
この効果は、教授者－学習者という立場で学習するのではなく、学生同士で学び合うピア教育
であるからこそ創造される環境であったと考える。
2 ．学内演習に LAを活用することによる受講生への効果
　アンケート結果からは「授業は意義あるものであった」「授業に意欲的に取り組んだ」が他
の項目に比べ点数が高かったことから、受講生が本演習の必要性・重要性を認識し、意欲的に
取り組んでいたことがわかる。さらに自由記述から【充実感のある演習】と感じていたことが
明らかとなり、満足感を得る演習になっていたことがうかがえる。【充足感のある演習】と
なった理由として、単純に教員以外で指導するマンパワーが充足されたこともあるだろう。し
かし、アンケートの結果からは、LAという存在の大きさがうかがえる。つまり、LAが【下
回生によりそう姿勢】のもと、受講生に対し【丁寧で適切な指導】を行ったことが、受講生に
充実感を実感させる要因となったと考える。
　LAの関わりの中の【丁寧で的確な指導】には、16のサブカテゴリーが含まれていた。その
中で、教員の指導と異なる点は〈学生目線の指導〉〈ともに考えともに実施してくれる関わ
り〉〈側でよりそいながらの繰り返しの指導〉〈経験に基づいた助言〉〈コツの伝授〉にあると
考える。教員は初学者のレディネスに応じた指導内容・方法を考え、受講生の指導にあたって
いる。しかし、受講生が困難に感じていることを学生と同じように感じることは出来ない。一
方、LAは自分自身が学生であり、受講生が困難に感じることやそこで生じる戸惑い、不安を
肌で感じることができる。そういった〈学生目線の指導〉〈ともに考えともに実施してくれる
関わり〉〈側でよりそいながらの繰り返しの指導〉が〈わかりやすい指導〉へとつながり受講
生の理解を促したのではないかと考える。また、LAの助言は単に知識や技術に関することだ
けでなく、演習や実習経験を通した実感のこもったアドバイスであった。米田，伊丹，松宮，
中西，西久保（2012）は教員主導型演習に比べ先輩看護学生参加型演習の方が、技術の習得度、
手技・根拠への疑問解決、学習意欲、助言の活用度、演習の楽しさの点数が優位に高かったと
し、その中で先輩の実習経験を通した助言が技術習得に役立ったと述べている。本研究におい
ても、「実習で注意されたことや先生とは違った目線でアドバイスしてくれたのでとても勉強
になった」「こんな患者さんを受け持ったことがあると言うのを教えてもらいより実践的なイ
メージが出来た」と記述があり、技術習得までの LA自身の失敗談やリアルな実習体験談が受
講生の理解を深めていたと考える。LAの失敗談を聞くことは、今、技術の習得が出来ていな
くてもいずれ出来るようになる、LAのようになれるという安堵感を受講生にもたらし、LA
が【下回生の目標となる存在】となり、それが【学習意欲の向上】や【充実感のある演習】と
の実感を高めたと考える。さらに、LA自身がさまざま経験を通し技術を習得する中で生み出
したコツがあり、「コツを教えてもらったため測定が少しできるようになった」との発言に見
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られるように〈コツの伝授〉が技術習得に有効であったと考える。
　青木（1998，pp，112-120）は、体験型・活動型授業で他者と交流する効果について「直接体験で
はたとえ結果が満足なものではなくても、そのプロセスが私たちの中で大きな満足を残すこと
があり、他者と体験と共有して疑問を言葉にすることで、自分の認識も深まる」述べている。
受講生は LAを【身近で相談しやすい存在】として認識しており、LAに対しては気軽に質問
をぶつけていた。そういった他者とのやり取りの中で、自己の知識や技術の不足を実感した可
能性がある。また、演習においては、〈授業時間内での疑問点の解消〉が見られたことから、
知識・技術の不足を実感したにとどまらず、疑問を解消できたことが授業の理解を促し【充実
感のある演習】へとつながったと考える。
　上述したように LAのプラスの効果が明らかになった一方、注意すべき点もあると考える。
〈気軽に質問できる存在〉〈困ったときに助けてくれる存在〉があることは初学者にとって学
習プロセスを踏むうえで重要な要素であると考える。しかしながら、〈気軽に質問できる存
在〉がいることで、その存在に頼りがちになり、それが思考プロセスの促進を阻む要因となる
可能性も考えられる。高度な看護実践力を求められる看護職には、さまざまな状況の中で問題
の解決に向け考える力が必要とされる。学生であっても、臨地実習では多様な背景をもつ対象
者を理解し、その対象者によりそったケアを考え提供することが求められる。目の前にある現
象の中に隠れている問題を明らかにし、解決に向けて自らで考え答えを導き出す力が必要であ
る。受講生の発言の中に「答えややり方を教えるのではなく、私自身に考えさせ自分で発見で
きる教え方でした」とあったように、思考プロセスを促進する関りをしている LAも見られた。
今後、受講生の思考過程の促すような関り方について勉強会を実施するなど LAに対する教育
体制を整えると同時に、教員 -LAの連携体制の強化が必要になると考える。
Ⅶ．研究の限界と今後の課題
　本研究では、LAに関して研究協力者から否定的な意見は見られなかった。 1回生は、フィ
ジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱが初めての演習であることから、演習でどのような姿勢や態度、
知識が求められているかを十分理解できていない段階であると考える。加えて、LAが 4回生
という、自分たちより先輩であることから否定的な意見が出にくい状況であったと考える。今
後、より効果的に LAを活用していくためには、否定的意見を含め検討を重ねていく必要があ
る。そのためには、肯定的意見のみならず、否定的意見も含め率直な意見を収集するための
データ収集の在り方を検討する必要がある。
　また、本研究結果はあくまで LA活用に対する受講生の認識をまとめたものである。今後は
LAによる学習効果を明らかにするため、LAのどのような問いかけや行為が学生の学びや看
護技術習得に影響したのか、さらに深く検証していく必要がある。
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Ⅷ．結　　論
　本研究では、フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱにおける LA活用による受講生の認識を明
らかにすることを目的に、フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱの受講生を対象にアンケート調
査を実施し、以下の結果が明らかになった。
1．フィジカルアセスメント演習Ⅰ・Ⅱにおいては、授業が意義あるものであり、意欲的に取
り組んだと認識している学生が多く、LAの関わりによって学習の深まりを実感し、LA
を必要と認識していることが示唆された。
2．LAの関わりで印象に残っていることとして、【LAの下回生によりそう姿勢】【丁寧で的
確な指導】の 2つのカテゴリーが抽出された。
3．LAが演習に参加することで感じたこととして、【下回生の目標となる存在】【身近で相談
しやすい存在】【安心感のある演習】【充実感のある演習】【学習意欲の向上】の 5つのカ
テゴリーが抽出された。
4．LAの存在が受講生にとって安心感のある学習空間を作り出し、LAの下回生によりそう姿勢
や経験を踏まえた指導が受講生の学習の促し、意欲の向上に寄与していることが示唆された。
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